







































































































５）PADとはタクシン擁護派に対立する黄シャツのタイ語を英語に訳した People’s Alliance for Democracy
の略で日本では民主主義市民連合と訳されることが多く、クーデターを時には容認し、王党派ととらえら






































































































































































































































































































































































２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年予想
経常収支（億米ドル） ２３ １５７ １６ ２０３ １１２
外貨準備（億米ドル） ６７０ ８７５ １１１０ １３８４ NA
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タイ語
タクシン・チナワット２００９年『コンタイ・ハーイ・チョン（タイ人は貧困を免れる）』タパタック出版。
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１９７３年１０月１４日 学生革命→国王支持、言論の自由など民主化急進。
１９７５年４月３０日 ベトナム統一、続いてラオスとカンボジアにおける共産勢力による権力奪取。
１９７６年１０月６日
保守派による反革命、ターニン政権は言論弾圧へ、軍によるクーデター学生の多くが
「森」（共産武装闘争）へ。
１９７７年１０月
クリアンサックがクーデター、言論の自由がかなり回復される。「半分の民主主義」との
ち呼ばれる体制が始まる。
１９８０年２月
プレーム政権発足「半分の民主主義」定着、１９８８年８月自ら政権を「禅譲」するまで続
く。
１９８８年８月
プレーム首相就任を固辞、第一党タイ国民党のチャートチャーイによる民主主義体制に
移行。インドシナを「戦場から市場へ」。
１９９１年２月２３日
スチンダーによるクーデター、アーナン政権のものテクノクラートによるクリーンで効
率的な政治が行われる。
１９９２年４月７日
スチンダーが首相となり、広範な批判が起こる。前バンコク知事で法力党党首チャム
ローンが批判運動の先頭に。
１９９２年５月５日 軍が抗議する民衆へ発砲、「残虐の５月」事件発生。
１９９２年５月２０日
国王によるスチンダーとチャムローン調停（サンヤー枢密院議長、プレーム枢密院顧問
同席）スチンダー退陣アーナン暫定政権。
１９９２年９月１３日 第１８回総選挙でチュアン民主党政権発足（３８０議席中７９議席獲得で）。
１９９４年１０月 タクシン、チャムローンの法力党に入り、その枠で外相に就任。
１９９５年３月２８日 タクシン法力党党首に就任、のちに連立政権で副首相なども経験する。
１９９６年
チャワリット政権が国家育英基金を設置、高校から大学院までの学費を無利子で融資す
る制度で貧困層の大学進学可能に。
１９９７年７月２日
タイ管理フロート制へ、アジア通貨危機でバーツは１ドル２７バーツ前後から最安値時に
は５５バーツへ。
１９９７年１０月１１日 １９９７年憲法発布。
１９９８年７月１４日 タクシン、タイ愛国党（タイラックタイ＝TRT）を結成。
１９９８年１０月 スラユット陸軍司令官に就く（２００２年９月まで）。
２００１年１月６日
タイ愛国党、総選挙で第一党となる。タクシン党首、首相就任。獲得議席は、小選挙区
４００議席のうち愛国党は２００議席、比例区１００議席のうち５８議席合計２５８議席。麻薬撲滅や
公務員制度などの改革などをトップダウンで進める。タクシンへの暗殺未遂あり。
２００１年８月３日 憲法裁判所、タクシンの資産隠ぺい疑惑に対し、８対７の僅差で無罪判決。
２００２年１０月 ソムタット陸軍司令官に就く（前司令官スラユットの意に反しタクシンが断行）。
２００３年２月
麻薬撲滅開始２０００人とも２５００人ともいわれる人が当局の捜査過程で殺害される。のちに
大きくマスコミが非難。
２００３年１０月 タクシン、親族のチャイヤシットを陸軍司令官に抜擢。
２００３年１２月 タクシン、麻薬撲滅で勝利宣言。国王定例の誕生日講話で首相の行き過ぎを批判。
２００４年９月
プージャットカーン・メディアグループの総帥ソンティのトーク番組打ち切り命令。ソ
ンティは以前はタクシンと親しかった。タマサート校内でトーク番組を継続１０月にルン
ピニー公園に移し１２月には８万人規模に、しばらくすると民衆の関心は低下。
２００４年１０月 プラウィットが陸軍司令官に就く（プレーム枢密院議長と近い）。
表３ タイ政治経済年表
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２００５年２月６日
タイ愛国党、総選挙で圧勝し、タクシン第二次政権樹立。２００５年月総選挙小選挙区４００議
席のうちタイ愛国党は３１０議席、比例区１００議席のうち６７議席合計３７７議席で圧勝。一党に
よる完全支配体制確立はタイ憲政史上初。
２００５年１０月
ソンティ陸軍司令官へ（スラユット、プレームに近いプラウット前司令官の推挙、タク
シンは別の人物を推していた）。
２００６年１月
タクシンの株式売却利益が大きく取り上げられる。株式をシンガポールのテマセクへ７３３
億バーツ（約２２５０億）で売却。
２００６年２月 民主主義市民連合（黄シャツPAD）結成。
２００６年２月２４日 タクシン、プレームに会い国王の承諾を得て議会解散。
２００６年４月２日
２３回目の総選挙、野党は選挙をボイコット、タイ愛国党は圧勝。２００５年２月は１８９０万票
（５８．７％）、今回１６４０万票（５６．５％）、議席数は選挙が違憲となり確定せず。
２００６年４月２５日
国王憲法７条の行使を否定するも、選挙の非民主性を指摘し、最高裁と行政裁判所の判
事にその対策の検討を指示（国王訓示）。Tulakanphiwat（司法主導政治）が始まる。
２００６年５月８日 ４月２日総選挙に憲法裁判所が違法判決、選挙無効に。
２００６年９月１９日
タクシン首相訪米中に軍事クーデター発生。タクシン首相失脚し、事実上の亡命生活に
入る。元陸軍司令官スラユット、首相就任。
２００７年１０月
２００７年憲法の国民投票、５６．７％の賛成で承認。タクシンの地盤である東北タイでは賛成
は３６．５％、北タイでは５３．２％であった。
２００７年１０月 アヌポン陸軍司令官へ（タクシンと同期だがスラユットなどの信頼が厚い）。
２００７年１２月２３日
総選挙でタクシン派の国民の力党（PPP）が第１党になる。この政党は解散を命じられ
たタイ愛国党の継承党。サマック政権発足。
２００８年８月２６日 黄シャツ、首相府と国営テレビ局占拠。
２００８年９月９日 サマック首相、違憲判決で失職。この判定は常識的にどう考えても恣意的な法の運用。
２００８年９月２５日 タクシン元首相の義弟ソムチャーイ氏首相就任。
２００８年１０月７日
黄シャツと政府支持派が衝突、バンコクに非常事態宣言。死者２人負傷者約５００人。黄シ
ャツと警官隊衝突死傷者多数。
２００８年１１月２５日 黄シャツ、スワナプーム国際空港占拠。政府機能マヒ。
２００８年１２月２日
憲法裁判所、PPPなど３党に解党命令、ソムチャーイ政権崩壊。黄シャツ空港占拠から
撤収。
２００８年１２月１７日
軍の仲介で民主党が政権樹立、タクシン派のネーウィン派などを切り崩し成功し、７党
の連合政権民主党党首アピシット首相就任。解党させられた国民の力党（PPP）が新党
「タイ貢献党」を結成。一部は袂を分かつ。
２００９年３月２６日
タクシン支持派の反独裁民主主義同盟（赤シャツUDD）が中心となって、タクシン支持
２万人集会。
２００９年４月１１日
赤シャツデモ隊、ASEAN会場に乱入、パタヤーでのASEAN会合中止 アピシット首
相、非常事態宣言（１３日～２４日）。
２００９年１２月
プミポン国王８２歳誕生日、恒例の前日演説実施 「国内のすべての者、すべての階級が自
覚と知識をもって、私益よりも公益を優先して、己に与えられた職務に誠実に邁進する
ことによって、国家の発展、安定、平和が訪れる、それが私の幸せだ…」。
２０１０年１月
タクシン、７６０億バーツにのぼる資産が差し押さえられ、没収されたら、国際司法裁判所
に訴えるとアピール。
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２０１０年２月２６日
タイ最高裁はタクシン一族の資産約７６６億バーツ（約２０６０億円、資産を凍結されている）
の裁判で、ほぼ６０％の約４６４億バーツ（約１２５０億円）を不正蓄財として没収する判決を出
す。マスコミでもその正統性に対し反対意見も多く寄せられる。ウォーラチェートらタ
マサート大学法学部准教授らは、３月１１日がこの判決に対し賛成できないとの意見表明。
タイ法曹界の良心をみることができる。
２０１０年４月４日 バンコクの中心ラーチャプラソン交差点周辺を赤シャツが占拠。
２０１０年５月３日
アピシット首相現状打開のため、１１月１４日の総選挙を提案、当初赤シャツ幹部は受け入
れを表明するも後で否定（タクシンの意向と報道される）。
２０１０年５月１９日
当局による強制排除が始まるなかで、赤シャツの幹部ナタウットらが集会解散を明言。
解散宣言を受け入れないグループにより放火略奪などが起こる。治安当局により最終的
には治安は回復され多くの犠牲者を出しながら治安回復に向かう。
２０１０年５月２９日 バンコクなど２４県にしかれていた夜間外出禁止令を解除。
２０１０年７月６日 ナコンサワン、ナーンなど５県の非常事態宣言を解除。
２０１０年７月２０日 ローイエット、サコンナコン、ラムパーン３県の非常事態宣言を解除。
２０１０年７月２９日 アユッタヤー、チョンブリーなど６県の非常事態宣言を解除。
２０１０年８月１６日 チェンラーイ、チェンマイ、ウボンラーチャターニー３県の非常事態宣言解除。
２０１０年１０月１日
反タクシン派とみられ、５月の赤シャツのバンコク中心部占拠に対する排除活動強行に
大きな役割を演じたプラユット・チャンオーチャーが陸軍司令官に就任。
２０１０年１１月２９日
民主党の政党助成金流用疑惑に対し、憲法裁判所は選挙委員会の提訴に不備があるとし
て却下。赤シャツは二重基準と批判。
２０１０年１２月９日
民主党に対する政治献金不正疑惑に対し憲法裁判所は手続き不備とし検察の訴えを却下。
民主党は解党を免れる。赤シャツに二重基準との批判が噴出。
２０１０年１２月２２日
アピシット政権下で一応政治は落ち着きを見せ始め、政府による赤シャツ押さえ込みが
成功している。最後まで残っていたバンコクと周辺３県の非常事態宣言を解除。
（出所）タイの新聞雑誌など各種資料から筆者作成
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